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学位論文審査結果報告書 
 

令和３年２月１５日 
 
大学院医学研究科長 様 
 
 下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
 
【審査結果要旨】 
 
氏  名 赤間 浄 
 
学位論文題名 Differences in treatment and prognosis by the experience of 

falls or bone fracture in elderly patients with atrial fibrillation  
             （高齢心房細動患者において転倒または骨折の既往による治療内容

と予後の差異） 
 

本研究は、頻度の多い不整脈である心房細動は、加齢とともにその有病率は増加し、血栓塞栓

症や心不全の原因となる点で重要な疾患である。一方、転倒は、高齢者の典型的な老年症候群の

一つであり、加齢とともに転倒経験者は多くなることが知られている。転倒に伴う骨折も加齢と

ともに増加し、高齢者の日常生活動作を低下させて、QOL も悪化させる。骨折に至らなくても、

転倒することで、その後の転倒を恐れて歩行障害や行動制限が発生する転倒後症候群になること

もあり、転倒は高齢者にとって極めて重要な症候群と位置付けられる。 
本研究では、循環器専門病院を受診した 70 歳以上の心房細動患者 674 名であり、転倒または

骨折経験のある群（転倒・骨折群）49 名と非（転倒・骨折群）625 名を比較したものである。

心血管イベント・心不全入院をアウトカムとした多重ロジスティック回帰分析の結果、転倒・骨

折群では、心血管イベントに関しては、Odds が 3.43 (95%CI; 1.71-6.85)、心不全入院に関して

は、Odds が 3.88 (95%CI; 1.70-8.85)と有意であった。その理由として、転倒・骨折群は免疫異

常、代謝異常の他、歩行機能を低下させる骨格筋の減少などが背景にあり、これらにより、カテ

ーテルアブレーション施行率が低下し、心不全の発症リスクを増加させていると考察している。 
本研究は、単施設、小規模の研究ではあるが、研究方法や分析、結果の解釈は適切であり、転

倒・骨折の既往が、高齢の心房細動患者の予後に影響を及ぼす可能性があることを示唆した点で

高く評価される。今後の高齢者の心房細動患者の診療における新たな取組への展開も期待される

研究であると評価される。なお、本研究は、すでに、Heart and Vessels に 2020 年に掲載され

ており、すでに一定の評価がある。 
本委員会として、申請者が学位審査に合格したことを認めるものである。 
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